
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

衰退する地域商店街の 

社会的必要性と持続性 

～箱崎の中小商店の 

後継者問題の側面から～ 
 



 
【要約】 
 第 1 章では、問題の所在と研究の目的を示した上で、本論で商店街の後継者問題をどのように

研究するか手法を説明する。全国の商店街では商店街のシャッター街化が問題となっている。そ

れは郊外大規模店の影響、モータリゼーション（車社会化）への不適応、本論では、地域商店街

の後継者問題を取り上げる。ここでは、九州大学が位置する福岡県福岡市東区の箱崎にある商店

街を取り上げ、調査を行っている。 
 第 2 章では、商店街とはどのようなものかという行政的定義からはじめに見てみる。それから

全国と福岡市の商店街の比較を通して商店街の現状を総覧する。その上で今回調査する商店街の

後継者問題がどのような位置にあるかを確認し、商店街でどのような研究がされてきたかを見て

いく。商店街研究では、モータリゼーションに始まる大規模店の問題から、新たな取り組みをし

て注目される商店街と、様々な方面から見てみる。そして、これからの商店街が求められる機能

を提示し、社会的な定義づけをおこなう。 
 第 3 章では、今回調査を行った箱崎の商店街について紹介する。そこでは箱崎を取り巻く現状、

箱崎商店街に関連する組織として箱崎商店連合会、箱崎シール会を紹介し、箱商連が抱える問題

を見てみる。箱崎をいっても、1 丁目から 6 丁目まであるため、ここでは本論で扱う箱崎商店街

の区域を設定している。そして、箱崎商店街において検証する家業の継承意識についての仮説を

4 つ提示する。 
 第 4 章では、その仮説をもとに家業の継承意識を従属変数として、4 つの独立変数がどのよう

な影響をもつかを見てみる。その中でわかってきたことは家業に対して、肯定的な意識をもつも

のは「好きで」継いだという共通点を持ち、次代への積極的な家業継承意識をもつ。また、商店

街が特徴としてもつ職住一致が、職住分離している商店と比較した結果、どのように家業継承意

識にどのような影響をもつかを見てみた。そこでは、商業面だけではなく、生活面からの影響も

大きく、商売を行うということが生活の一部と化し、買い物客との日常的交流がどの店舗でもあ

ることが確認された。最後に商店街活動に商店は期待しているかを見てみた。そこでは、ほぼす

べての商店が商店街活動について消極的で、それが商店街活動の低迷へとつながっていることが

わかった。そこには家業継承意識への影響は見られなかったが、これからの箱崎の商店街活動の

課題となるところである。箱崎の商店街は瓦解し、組織としての取り組みに魅力を感じない未加

盟店が数多く存在する。これらの商店を巻き込むような街区一体となった取り組みが箱崎商店街

には必要であろう。商店街の存続は、商店街だけの問題ではなく、箱崎の住民全体の地域自治問

題である。その視点を用いて箱崎のこれからの姿について次章も参考にまとめる。 
 第 5 章では、これからの箱崎での取り組みについて現箱崎商店連合会会長の F-1 会長と、ハコ

イチ（箱崎手作り市の略称）の創始者になぜそのようなことを始めたのかについて聞き取りを行

った。彼らの見る箱崎はどのような場所なのか、これからどのようなことをしようと思っている

のか、箱崎の今後の目標を設定するにあたり、必要だと考えるためである。そして、その上でこ

れからの商店街の可能性について考察する。 
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